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本研究では、Fluorescein isothiocyanate (FITC) で標識した IgG （Goat anti-mouse IgG）
5µg/50µl をモデル薬物とした。27G 針 (19mm) を用い、日本白色家兎の角膜輪部より
3.5mm の 12 時毛様体扁平部より硝子体内注射ガイドを用いて投与した。右眼を posterior 
group（穿刺部位より 13mm に針先を固定し注射）、左眼を superior group（穿刺部位より
4mm に針先を固定し注射）とした。 




網脈絡膜は分割採取した後、網脈絡膜 0.05g に対し 1ml の Mammalian Protein Extraction 
Buffer®を加え、ペッスルにて破砕、懸濁し検体とした。10 分間の超音波処理後、上清を採
取し、各部位の IgG の蛍光強度を蛍光マイクロプレートリーダーで測定した。検量線を作成
し、各部位の IgG 濃度を求め両群で比較検討した。 
統計解析には、硝子体内及び網脈絡膜内薬物濃度の部位別比較は Tukey’s multiple 




硝子体内薬物濃度に関しては、posterior group では、投与 1 時間後の後部硝子体、superior 
group では上部硝子体内 IgG 濃度が最も高かった。両群とも投与 4 日後には 3 部位でほぼ同
濃度となった。後部硝子体内 IgG 濃度を両群間で比較すると、投与 1 時間後 posterior group 
(9.48±1.03µg/ml) が superior group (3.75±0.72µg/ml) より有意に高かった (P<0.05) 。投与
1 日後には両群間で有意差はなくなり、投与 4 日後では同程度となった。前房水中の IgG 濃
度は、投与 7 日目まで両群間での差はなかった。 
網脈絡膜内薬物濃度に関しては、superior group において投与 1 日後、上部網脈絡膜内 IgG
濃度 (7.5±0.5 ng/mg tissue) が 3 部位中有意に高かった (P<0.05) 。両群とも投与 4 日後と














 この結果より少量の short-acting drug を注射する際は後部硝子体内に注射する方が望ま
しく、抗 VEGF 阻害薬のような long-acting、high-dose drug は硝子体内のどの部位に投与
してもよいと思われる。本知見により、硝子体内注射ガイドを用いた硝子体内注射は、硝子
体内の薬物動態制御に有用な手段になることが示され、眼科薬物療法の発展に寄与するもの
と考える。 
 
